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高齢者のストレングスが精神的健康と身体的健康に及ぼす影響
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要約
本研究の目的は，元気な高齢者の精神的健康と身体的健康にストレングスがどのような影響を及ぼ
しているかを検証することであった。予備調査でストレングス調査用紙を作成し，本調査では予備調
査で作成したストレングス調査用紙と精神的･身‘体的健康を測定する質問紙を実施した｡その結果,｢性
格･性質」のストレングスから「不安･不確実感」「疲労･身体反応」「うっ気分･不全感」「うつ傾向」
に負の影響が及ぼされていることが分かった。一方で「関心・願望」のストレングスからは「不安・
不確実感」「疲労・身体反応」「うっ気分・不全感」「うつ傾向」に対して正の影響が及ぼされている
ことが分かった。また，「周囲の環境（物・財産)」のストレングスは「不安・不確実感」に対して負
の影響を及ぼし，「周囲の環境（所属団･体)」のストレングスは「うつ傾向」に負の影響を及ぼし，「周
囲の環境（人間)」のストレングスは「疲労･身体反応Ｉに正の影響を及ぼしていることも検証された。
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問題と目的
厚生労働省（2014）によると，平成25年の男性の平
均寿命は80.21歳，女性の平均寿命は86.61歳であり
年々伸びている。一方で，日常生活に制限の無い期間
とされる健康寿命の延びは小さく（内閣府，2014)，
高齢犯罪者の増加の要因として｢高齢者の社会的孤立」
が挙げられている（法務省，2008）など，高齢者の精
神的健康と身体的健康についての問題は残されてい
る。
高齢者の身‘体的健康と精神的健康のために必要なも
のは何か。その１つとして挙げる事が出来るのがスト
レングスではないだろうか。ストレングスは「力，強
さ」「精神力･知力･勇気」「勢力，権力，資力」「強み，
長所，頼りとなるもの，支え」という意味を持つ単語
である（小西・南出，2006)。様々な場面で用いられ
ている言葉だが，心理学分野においては佐久間・大
湾・宮城（2010）が，人間が困難を乗り越える際に使
用することが出来るポジティブ面を示す言葉と定義し
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ている。
精神保健福祉の分野でストレングスという言葉を用
いたRapp＆Goscha（2006）は，「生活の質」を高め
るためには「生活の場の質」を高める必要があり，そ
れに深く関わるものとして願望・能力・自信からなる
｢個人のストレングス」と資源・社会関係・機会から
なる「環境のストレングス」を挙げている。また，佐
久間ら（2010）は「人生経験が豊富であり知恵や知識
が蓄えられているなどの成熟反応がみられる」という
理由から，高齢者はストレングスを最も発揮しやすい
条件下にあるとしている。佐久間ら（2010）の考えを
支える事例の１つとして，谷井（2000）が都市で１人
暮らしをする88歳の高齢者に対して行った面接調査が
ある。その調査からは高齢者が「誇り」「家族・仲間
との信頼関係」「信仰」というストレングスを用いる
ことで充実し，自立した生活を達成していることが分
かる。また，実際に高齢者のケアマネジメントでもス
トレングスは利用されており，神山（2007）は研究に
おいてデイサービス利用の高齢者の介護予防や機能維
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持，生活支援をストレングス視点から行っている。こ
の研究で，面接やストレングスを引き出すノートに
よって高齢者にストレングスを自覚させた結果，自分
の行動についての具･体的な目標や前向きな自己変化が
見られたという。こうした事例を見ると，高齢者の精
神及び身体の健康とストレングスの関わりがうかがえ
る。しかし，これらの事例からは，どういった種類の
ストレングスが高齢者の健康のどの部分に影響してい
るのか分からない。また，これらの事例は要支援・要
介護認定を受けた高齢者を対象としており，ストレン
グスが特定の高齢者にのみ強く影響している可能性も
考えられる。
よって本研究では，要支援・要介護認定を受けてお
らず，積極的に社会参加を行う高齢者のストレングス
を調べ，ストレングスが精神及び身･体健康に影響を与
えているのか，与えているとすればどのようなストレ
ングスがどのように影響を与えているのかを検証す
る。
予備研究
ストレングス調査用紙の作成にあたり「該当者が少
ない項目の削除」「調査用紙としての使い心地」を確
かめることを目的とする。
方法
調査対象者
６５歳以上の男女４名（男性２名，女性２名，平均年
齢74.3歳）に対して調査を行った。
調査期間
2012年９月。
使用した質問紙
１．ストレングス調査用紙（仮作成）
項目はセントルークスアングリケア（2004）作成，
竹田氏による翻訳の「ストレングスカード」と
Rapp＆Goscha（2006）著，田中英樹（監訳）（2008）
の「ストレングスモデル・精神障害者のためのケース
マネジメント［第２版]」の「付録Ⅲストレングスア
セスメントで調べる領域」を参考に作成した。
「ストレングスカード」は１枚１枚に肯定的な性格
や性質を表す言葉とそれに関する絵が入った48枚のカ
ラーカードである。このストレングス調査用紙を作成
するにあたって，４８枚のカードに書かれた全ての肯定
的な性格や性質を表す言葉を項目化し，「性格・性質」
という領域を作成した。
「付録Ⅲストレングスアセスメントで調べる領域」
ではストレングスを利用した精神障害者支援を行う際
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に，ケースワーカーらが質問すべき具体的内容がテー
マごとに列挙されている。このストレングス調査用紙
を作成するにあたって,全ての具体的内容を項目化し，
｢技能・才能・趣味」「周囲の環境（１）人」「周囲の環
境（２）物／財産」「周囲の環境（３）所属団体」「関心・
願望」「健康」「宗教・文化」という領域を作成した。
「ストレングスカード」から作成した「性格・性質」
48項目と「付録Ⅲストレングスアセスメントで調べる
領域」から作成した「技能｡才能･趣味」１４項目，「周
囲の環境（１）人」１７項目,｢周囲の環境（２）物／財産」
21項目，「周囲の環境（３）所属団体」６項目，「関心・
願望」１７項目，「健康」１３項目，「宗教・文化」１５項目
をまとめた結果，８領域151項目の調査用紙となった。
｢あてはまらない」「ややあてはまらない」「どちらと
もいえない」「ややあてはまる」「あてはまる」の５件
法を用いて評定した。今回の予備調査で「どちらとも
いえない」「ややあてはまらない」「あてはまらない」
と回答する対象者が３名以上になった項目は，本調査
でもストレングスとして選択されない可能性が高いと
考えられるので削除した。
２．調査用紙の使用感を尋ねるアンケート
「表紙の文字の大きさ」「表紙の文章」「質問項目の
文字の大きさ」「質問項目の文章」「質問項目の量」を
｢はい．いいえ」の２択もしくは「よい．どちらとも
いえない．よくない」の３択の中から選択させた。ま
た，調査対象者の指摘・感想を書くための自由記述柵
を設けた。
手続き
調査対象者に「ストレングス調査用紙」と「調査用
紙の使用感について尋ねるアンケート」を郵送した。
インフォームド・コンセントは表紙に記戦し，表紙の
｢同意する／同意しない」に丸をつける形で参加同意
を得た。郵送で回収した。
結果
ストレングス調査用紙の151項目中12項目で「どち
らともいえない」「ややあてはまらない」「あてはまら
ない」と回答する対象者が３名以上となったのでその
12項目を削除した。その後，筆者を含む数名で領域名
や項目の精査などを実施し，最終的に８領域139項目
からなるストレングス調査用紙が完成した。
本 調 査
調査対象者
講座やボランティアに参加する65歳以上の高齢者
121名（男性58名，女‘性63名，平均年齢72.6歳）に対
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して調査を行った。このうち，欠損値が見られる15名
分のデータを除外し，106名分のデータを分析した。
調査期間
2013年６月。
使用した質問紙
１．ストレングス数
予備調査にて作成された「ストレングス調査用紙」
を用いた。「ストレングスカード｣から作成した｢性格・
性質」４８項目，「付録Ⅲストレングスアセスメントで
調べる領域」から作成した「技能・才能・趣味」１３項
目，「周囲の環境（人間)」１６項目，「周囲の環境（物・
財産)」１５項目，「周囲の環境（所属団‘体)」６項目，「関
心・願望」１７項目，「健康」１０項目，「宗教・文化」１４
項目の８領域139項目で構成されている。「はい｣か｢い
いえ」の２件法で回答を求める。「はい」の数がその
領域内で対象者が「持っている」と自覚しているスト
レングスの数である。
２．精神的・身･体的ストレス
村上ら（2006）が作成した「PublicHealthRe‐
searchFoundation（ストレスチェックリスト｡ショー
トフォーム，以下ＰＨＲＦ)」を使用した。「不安・不
確実感」６項目「疲労・身体反応」６項目「自律神経
症状」６項目「うっ気分・不全感」６項目の４因子２４
項目で構成されている。「ない：０点」「時々ある：
1点」「よくある：２点」の３件法で評定する。因子ご
とに合計得点を算出し，得点が高いほど精神的・身体
的ストレスを抱えているとする。
３．うつ傾向
Shaikh＆Yesavage（1986）が作成し，杉下・朝田
(2008）が翻訳した「老年期うつ尺度（短縮版)」を使
用した。１５項目からなり「はい」か「いいえ」の２件
法で評定する。各項目においてネガティヴな回答をす
ると１点が加算され，得点が高いほどうつ傾向がある
とする。
調査方法
調査対象者に質問紙を配布した。
インフォームド・コンセントは質問紙配布後に対象
者全員へ口頭で行った他，表紙に口頭で行った説明と
同一の文章を記載した。参加同意は表紙の「同意する
/同意しない」に丸をつける形で得た。
記入後の質問紙は「調査者へ直接提出」「回収ボッ
クスへ提出」「生涯学習施設窓口への提出」等の方法
で回収した。
結果
ストレングスの各領域での「はい」の数を説明変数
とし，精神的・身体的ストレスの下位尺度得点と抑う
つの得点を目的変数とする重回帰分析を行った。分析
結果を表１に示す。
①精神的・身･体的ストレス
ＰＨＲＦの４因子において「不安･不確実感」「疲労・
身体症状」「うっ気分・不全感」で有意差が見られた。
｢自律神経症状」では有意差は見られなかった。
「不安．不確実感」において（R2＝0.236,Ｆ(8,97）
＝3.741,ｐ＜,０５)，「関心・願望」が正の標準偏回帰
係数を示したのに対し（β＝0.213,ｐ＜､05)，「性格・
性質」（β＝-0.455,ｐ＜､01）「周囲の環境(物･財産)」
(β＝-0.252,ｐ＜､05）は負の標準偏回帰係数を示
した。図１はこの結果を表すものである。
「疲労・身体反応」において（R2＝0.242,Ｆ(8,97）
＝3.862,ｐ＜､01)，「周囲の環境（人間)」（β＝0.243,
ｐ＜,05）と「関心・願望」（β＝0.224,ｐ＜,05）は
正の標準偏回帰係数を示したのに対し，「性格・性質」
は負の標準偏回帰係数を示した（β＝-0.486,ｐ
＜,01)。図２はこの結果を表すものである。
表１ストレングスを説明変数とする精神的ストレス・精神的ストレス・うつ傾向の重回帰分析
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「うっ気分．不全感」において（R2＝0.170,Ｆ(8,
97)＝2.492,ｐ＜､05)，「関心・願望」は正の標準偏
回帰係数を示したのに対し（β＝0.314,ｐ＜,01)，「性
格・性質」は負の標準偏回帰係数を示した（β＝
-0.210,ｐ＜､10)。図３はこの結果を表すものである。
②うつ傾向
老年期うつ尺度（短縮版）において有意差が見られ
た（R2＝0.380,Ｆ(8,97)＝7.425,ｐ＜､01)。「関心・
願望」は正の標準偏回帰係数を示したのに対し（β＝
0.175,ｐ＜・10)，「性格･'性質」（β＝-0.479,ｐ＜､01）
と「周囲の環境（所属団体)」（β＝-0.296,ｐ＜,05）
は負の標準偏回帰係数を示した。図４はこの結果を表
すものである。
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考察
①精神的・身体的ストレス
ＰＨＲＦでは「不安･不確実感」「疲労･身体反応」「う
っ気分･不全感」の３因子において，いずれも「性格．
性質』のストレングスから負の影響が，「関心・願望」
のストレングスから正の影響が見られた。これらの結
果から，肯定的な性格・性質は精神的・身体的ストレ
スを弱め，関心・願望がありすぎると精神的・身体的
ストレスを強めると考えられる。
また，「周囲の環境（物・財産)」のストレングスか
ら「不安･不確実感」へ負の影響が，「周囲の環境（人
間)」のストレングスから「疲労・身体反応」へ正の
影響が見られたことから，使えると感じられる物・財
産があるほど不安・不確実感を弱め，人間関係が多岐
すぎると疲労・身‘体反応を強めると考えられる。
②うつ傾向
老年期うつ尺度（短縮版）では「性格・性質」のス
トレングスと「周囲の環境（所属団体)」のストレン
グスから負の影響が，「関心・願望」のストレングス
から正の影響が見られた。
これらの結果から肯定的に自分の性格・性質をとら
え，組織・団体への所属はあると思うほどうつ傾向を
弱め，関心・願望がありすぎるとうつ傾向を強めると
考えられる。
③総合考察
ストレングスアブローチにおいて重視されるもの
に，内的ストレングスと外的ストレングスがある。内
的ストレングスは人の内側にある強さ・特性・長所な
どのこと，外的ストレングスは人の外側にある様々な
資源を指す（山本，2010)。
今回特に強い影響を示した「性格・性質」のストレ
ングスと「関心・願望」のストレングスはどちらも各
個人の内面的なものであり，内的ストレングスと定義
出来る。結果から，内的ストレングスは精神的・身体
的健康に影響を及ぼすことが分かった｡しかし,｢性格・
性質」のストレングスは，精神的・身体的ストレスと
うつ傾向を弱める一方で，「関心・願望」のストレン
グスは，精神的・身体的ストレスとうつ傾向を強めて
いた｡同じことが外的ストレングスにおいても言える。
｢周囲の環境（物・財産)」のストレングスからは「不
安･不碓実感」に負の影響が,｢周囲の環境(所属団体)」
のストレングスからは「うつ傾向」に負の影響が見ら
れた。一方で，「周囲の環境（人間)」のストレングス
からは「疲労・身体反応」に正の影響が見られた。
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今回の調査結果から，「性格･'性質」のストレングス，
｢周囲の環境（物・財産)」のストレングス，「周囲の
環境（所属団･体)」のストレングスが精神的・身体的
ストレスとうつ傾向へ負の影響を及ぼしていることか
ら，高齢者の精神的・身体的健康のため必要なのは，
肯定的な性格･性質，生活の物質的安定，そして組織・
団体への所属若しくは所属感であることが分かった。
しかし，「関心・願望」のストレングスと「周囲の環
境（人間)」のストレングスは，精神的・身体的スト
レスとうつ傾向へ正の影響を与えている事から,関心・
願望を持ちすぎる事や，他者に関わりすぎる事は，高
齢者の精神的・身･体的健康に良い影響を与えないと言
える。
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ストレングスカード
高齢者のストレングスが精神的健康と身体的健康に及ぼす影響
Effectofstrengthsonmentalhealtｈａｎｄphysicalhealthinolderadults
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Abstract
Theaimofthepresentstudywastoexaminehowstrengthsaffectthementalandphysicalhealthof
healthyolderadults・Astrengthsquestionnairewascreaｔｅｄｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆａｐｒｅｌｉｍｉnary
investigation,andthisquestionnairetogetherwithaquestionnairemeasuringmentalandphysicalhealth
wereusedinthepresentstudy､Theresultsrevealedthat"personality/disposition''strengthhasanegative
impacton‘‘anxiety/ambiguity，,，“fatigue/physicalresponse''，“depression/inadequacy",ａｎｄ“depressive
tendency''・Incontrast,ｔｈｅ“interest/hope''strengthhadapositiveimpacton“anxiety/ambiguity''，
"fatigue/physicalresponse;，"depression/inadequacy;'and"depressivetendency?Inaddition,the"surrounding
environment(objectsandassets)”strengthhadanegativeeffecton"anxiety/ambiguity",the"surrounding
environment（memberorganizations)'，strengthhadanegativeeffecton“depressivetendency"，ａｎｄｔｈｅ
F8
surroundingenvironment(people)'，strengthhadapositiveeffecton"fatigue/physicalresponse‘
Keywords:strengths,olderadults,mentalhealth,physicalhealth
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